
２０１９年度 年主題〈ことばに満たされて～ひびきあう〉
1･2歳児６月主題 ｢動き出す｣ 3･4･5歳児６月主題 「関わり合う」

月のねがい 月のねがい

◎保育者のさんびや祈りの言葉に心を合わせようとする ◎神さまがつくられた世界を知る

◎わらべ歌や手遊びを通して言葉のリズムを楽しむ ◎砂・泥・水に触れて遊ぶ中で心地よさを味わう

◎主張やこだわりを認めてもらいながら生活する ◎自分でしたい事が増え、楽しさを感じるとともに、葛藤も感じる

◎保育者や友だちに興味、関心をもって、関わる

日々、給食を食べる子どもたちの様子は様々です。

おしゃべりを楽しみながら美味しそうに食べる子、苦手なもの

が皿に乗っていて苦戦している子。できれば何でも美味しくパ

クパクと食べてほしいのですよね。でも、味覚も個々で違い、そ

れまでの食に関する環境も違っていたりで、 美味しく食べるど

ころか、給食の時間がとても苦痛になっている子もいるのが現

実です。

５月のある給食の時間のこと。それまでは食べられないもの

がいろいろとあって、残すことの多かった５歳のＥくんが、なん

と『美味しい～！』と声に出しながらソーメン汁を食べきってい

ました。お椀を空っぽにし満足そうなＥ君を見て、涙が出るほど

嬉しくなりました。食事を美味しく頂けることは、なんて素敵な

ことでしょう。園での遊びが活発になり、身体も動かしてよく遊

ぶようになったＥ君です。心も体も成長して、みんなで食べる給

食が美味しいと感じられるようになったのだと思いました。

６月には３才以上児のクラスで給食試食会が予定されていま

す。子どもたちが、先生や友だち

とどんな会話をしながら給食を

食べているのか見ていただきた

いと思います。今はまだ、好き嫌

いがあって給食が進まない子

も、大丈夫です。友だちと遊ぶこ

とが楽しくなり、身体を動して積極的に遊ぶことができるよう

になってきたら、給食もきっと『美味しい～！』と言って完食して

いくことでしょう。美味しく食べることが、身体だけでなく心の

成長にも支えになってくれること間違いなしです。 園長

6月の行事予定

1日(土) 家族の日参観(３才以上)
〃 弁当日

5日(水) 弁当日
12 日(木) 歯科検診（全園児）
13 日(木) 給食試食会（５才児）
20日(木) 給食試食会（３･４才児）
30日(日) 父母会ゴミ拾い奉仕作業

今月の聖句 「 光 は 正 し い も の の た め に ま かれ て い る 」
詩篇97：11

「ひかりはただしい者のためにまかれている。」詩篇９７：１１：協会訳
「光は、神様を敬う者のために蒔かれます。」リビングバイブ訳

「光」。それは地球上の全ての被造物に恵みもたらす神のプレゼントです。
１、光は人を導く働きをします。光があるから人も動物も行動できます。
２、光は生産します。同化作用によって動物や人間に必要な糧をもたらします。
３、光は地球を暖めます。人類を始め、全ての生物が生存できる環境を与えます。
４、光は人を導きます。
以上、光の特性を列挙しましたが、１～３は万人にお与えられる公平な恵み。４は求める

者に与えられる特別な種です。神はひとの心に諸特の種を植えつけて、収穫されます。この種
は人を愛する心、平和を愛する心、死に打ち勝つ心を与えます。寛容、柔和、自制の心を与
えます。４番目の役目こそが人間だけけが共有する宝です。これは無関心では得られません。
意識的に求める者に与えられます。
「求めよ、さらば与えられん。探せ、さらば見い出さん」です。

牧師・前理事長 池田公栄
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子どもと一緒に遊ぼう！Ⅱ “吹く遊び”
乳児期から幼児期にかけてかわいらしい発声や喃語、そして意味ある言葉が増えていくことは、ご両親を含め養育に携わる
私たちにとっても大変嬉しく、愛おしさが増す大事な成長の一つです。子どもにとっても、発声することによって養育者が
反応してくれることは大きな喜びになりますし、更なる発声意欲につながっていきます。発声・発語のための機能の発達に
は、お父さんお母さんの語りかけ（言葉のシャワー）が何より大事ですが、その他にもほっぺ等お口周辺の筋肉の発達と舌
の筋肉の発達、そして呼吸をコントロールする力も大事な要素になります。そこで今回はこれらの発達を促す“吹く遊び”

をご紹介します。
①ラッパ…乳幼児用玩具に必ず入っているアイテムです。ラッパは赤ちゃんの産声と同じ「ラ」の音色を奏でるそうです。
息をはいても吸っても音が出るので、自分がしていること（息をはく）の成功感も子どもたちは 体験できています。

②風車…たくさん息を吹いたら、吸う息の量も増えます。深呼吸の練習にもなり呼吸筋が強化され
ていきます。。

③シャボン玉・巻笛・パイプ吹きボール…ゆっくり吐いたら大きいシャボン玉ができること、巻笛 を息をコントロールし
ながらゆっくり伸び縮みさせること、パイプ吹きボールは強すぎず弱すぎずなど、吐く息を意識的にコ
ントロールさせることで口周辺の筋力調整もできていきます。

④ハモニカ…1歳6か月前後から楽しめます。息を吸って、はいて、様々な音色を楽しむことができ、自分の呼吸が音色に変
化していく楽しさを体験できます。呼吸のコントロール力がついて、発語意欲も高まります。
このように、吹く遊びも楽しいものです。

子どもの前髪に、優しく息を吹きかけてあげると子どもはとっても喜びます。神さまが人間を創造するときに使った方法に
似て、生命力を与える素敵な交わりです。“吹く遊び”簡単なことから始めてみましょう。 木口屋恵子

７月の行事予定

2 日(火) 海遊び(３才以上)・弁当日
5日(金) プール遊び(市営プール)
9日(火) プール遊び(市営プール)

10日(水) 海遊び(２才児)
13･14日 お泊り保育(年長児)

16日(火) 誕生会(２才以上児 6～ 8月)
〃 弁当日

19日(金) 一学期終園日(１号午前保育)

きゅうしょくのせんせい

きゅうしょくの

おだかせんせい

ほいくえん

やめちゃうんだって

けっこんして

だんなさまに

おいしいの

つくってあげるんだって

だんなさまが

ほいくえんに

たべにきてくれれば

いいのにね

望月栄里（６歳）


